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「今日はありがとう。また来てね」
金山小児童が金山ホームを訪問



町
は
、「
支
え
あ
い
な
が
ら
地
域
社
会
を
維
持

す
る
姿
」
が
本
来
こ
こ
に
暮
ら
す
住
民
の
姿

で
あ
る
と
考
え
、
支
え
あ
い
の
地
域
づ
く
り

に
貢
献
で
き
る
事
業
に
対
し
て
支
援
し
て
い

ま
す
。
昨
年
度
の
支
え
あ
い
支
援
事
業
を
受

け
、
地
域
ぐ
る
み
で
豊
年
踊
り
を
行
っ
て
い

る
の
が
横
田
地
区
の
「
若
連
中
」
で
す
。
そ

の
世
話
役
の
滝
沢
清
男
さ
ん
に
豊
年
踊
り
や

ご
自
身
が
考
え
る
支
え
あ
い
に
つ
い
て
話
を

伺
い
ま
し
た
。

　

横
田
地
区
で
は
、
年
に
一
度

９
月
６
日
に
豊
年
踊
り
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
運
営
し

て
い
る
の
が
「
若
連
中
」
で
す
。

こ
の
豊
年
踊
り
は
、
集
落
が
一

体
と
な
り
地
域
の
人
々
が
固
い

絆
を
結
ぶ
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
と

な
っ
て
い
ま
す
。
支
え
あ
い
支

援
事
業
で
は
老
朽
化
し
た
太
鼓

の
修
繕
と
拡
声
器
の
充
実
を
図

り
、
更
な
る
地
域
力
の
結
束
と

地
域
文
化
を
後
世
へ
引
き
継
い

で
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
、
補

助
を
受
け
ま
し
た
。

　

横
田
地
区
で
は
、
私
が
子
ど

も
の
頃
は
ど
こ
で
も
豊
年
踊
り

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、若
者
の
数
が
減
少
し
、高
齢

者
が
増
え
て
く
る
と
自
然
に
行

若
わか

連
れん

中
ちゅう

世話役

滝沢 清
きよ

男
お

さん（横田）

絆
を
結
ぶ
豊
年
踊
り

消
防
団
の
発
案
で
復
活

わ
れ
な
く
な
っ
て
き
た
の
で
す
。

そ
れ
が
20
年
ほ
ど
前
に
消
防
団

横
田
班
の
中
で
豊
年
踊
り
を
復

活
さ
せ
た
い
と
い
う
意
見
が
出

て
、
地
域
の
人
た
ち
も
賛
同
す

る
形
で
盛
り
上
が
っ
て
い
き
ま

し
た
。
今
回
申
請
し
た
「
若
連

中
」
は
豊
年
踊
り
復
活
の
た
め

に
作
ら
れ
た
組
織
で
す
。
消
防

団
が
母
体
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

消
防
団
に
入
っ
て
い
な
い
人
も

含
め
て
参
加
し
て
い
ま
す
。
豊

年
踊
り
を
通
じ
て
和
を
広
め
て

様
々
な
世
代
と
の
交
流
を
図
る

こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

　

提
灯
な
ど
の
豊
年
踊
り
の
道

具
は
地
区
の
方
々
か
ら
受
け

る
寄
付
金
か
ら
購
入
し
て
い
ま

す
。
豊
年
踊
り
は
復
活
を
果
た

し
て
か
ら
20
年
以
上
続
い
て
お

り
、
今
後
も
地
区
に
根
ざ
し
た

味
わ
い
の
あ
る
豊
年
踊
り
を
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地域で育む支えあい
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豊
年
踊
り
の
太
鼓
の
た
た
き

方
は
諸
先
輩
か
ら
教
わ
っ
た
も

の
で
昔
か
ら
変
わ
ら
な
い
も
の

で
す
。
現
在
は
消
防
団
の
団
員

で
民
謡
を
歌
え
る
方
が
い
る
た

め
、
横
田
に
伝
わ
る
民
謡
「
横

田
甚
句
」
を
歌
っ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。

　

若
連
中
で
豊
年
踊
り
を
始
め

た
20
年
前
は
、
踊
り
の
輪
が
二

重
に
な
る
ほ
ど
の
た
く
さ
ん
の

豊
年
踊
り
を
受
け
継
ぐ

参
加
者
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の

で
す
が
、
最
近
は
残
念
な
が
ら

年
々
減
少
し
て
い
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。
で
き
る
だ
け
多
く
の

方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い

た
め
、
婦
人
会
に
も
豊
年
踊
り

の
参
加
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

婦
人
会
の
皆
さ
ん
は
喜
ん
で
参

加
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
参
加

者
数
が
少
な
く
な
っ
て
も
継
続

し
て
い
く
こ
と
で
横
田
の
元
気

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
大
切

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

地域の絆を紡ぐ豊年踊り

仮装で踊りを盛り上げる参加者

お囃子を奏でる若連中の皆さん

　

例
え
ば
豊
年
踊
り
の
よ
う
な

老
若
男
女
み
ん
な
で
で
き
る
よ

う
な
行
事
を
や
れ
ば
、
い
ろ
い

ろ
な
場
面
で
「
支
え
あ
い
」
が

生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
複
数
の
世
代
が
絡
ん
で

事
を
動
か
す
と
い
う
こ
と
は
支

え
あ
い
無
し
に
は
で
き
な
い
こ

と
で
す
。
横
田
の
豊
年
踊
り
を

や
っ
て
い
く
う
ち
に
感
じ
た
こ

と
な
の
で
す
が
、
お
年
寄
り
か

ら
芸
能
を
伝
承
し
、
若
い
世
代

が
参
加
す
る
こ
と
で
目
に
見
え

な
い
活
気
も
生
ま
れ
て
い
る
よ

う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。

　

個
人
的
に
は
で
き
た
ら
お
盆

に
も
皆
が
集
ま
っ
て
豊
年
踊
り

を
開
催
し
た
い
で
す
。
お
盆
な

ら
、
帰
省
し
た
人
た
ち
も
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
、
懐
か
し
い

気
持
ち
に
な
っ
て
故
郷
は
い
い

な
と
感
じ
て
も
ら
え
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

「
支
え
あ
い
」
と
は

平成２３年度
支えあい支援事業報告

団体名　若連中　（横田）
事業名　支えあいの豊年踊り継承事業
補助額　１８０,０００円
事業内容
　横田地区では、一年に一度９月６日
に豊年踊りを実施している。この豊年
踊りは、集落が一体となり人々が固い
絆を結ぶ有効的なイベントである。
　支えあい支援事業の補助を受けて太
鼓の修繕や拡声器の購入をし、更なる
地域力の結束と地域文化を後世に引き
継ぎ、支えあいの精神の醸成を図る。

　昨年度、支えあい支援事業を受けた団
体は１団体でした。補助額や事業内容に
ついて報告します。

若
連
中
の
今
後
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平
成
23
年
7
月
新
潟
・
福
島
豪
雨
災
害
か
ら
1
年
4
ヵ
月
が

経
ち
ま
し
た
。
町
は
、
国
や
県
の
協
力
を
得
て
災
害
の
復
旧

工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。
現
在
の
災
害
復
旧
工
事
の
取
り
組

み
状
況
と
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〜
平
成
23
年
7
月
新
潟
・
福
島
豪
雨
災
害
〜

復
旧
に
向
か
っ
て

豪雨災害で流されたた側道橋（歩道橋）の復旧工事（越川）

護岸工事が進む上田ダム直下（上田）
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平成２３年７月新潟・福島豪雨災害
復旧工事進捗状況

【町事業】 平成２４年１１月末現在

区　　　分 箇所数 災害査定事業費 現　　　状 今後の見通し（予定）
公 共 土 木 施 設 ８ 約１１.３億円 発注率：１００％ 平成２５年度完了予定

うち主な施設
田沢橋（応急工事） 工事完了 ―

西部橋 下部工・上部工製作中 平成２５年度完了予定
下原線 舗装以外ほぼ完了 平成２５年度完了予定

水 道 施 設 ２ 約０.６億円 今年度分発注済み 平成２５年度完了予定
合併処理浄化槽施設 １ 約０.１億円 工事完了 ―
農 地 災 害 復 旧 １３ 約３.３億円 発注率：１００％ 平成２５年度完了予定
農業用施設災害復旧 ２０ 約１.５億円 発注率：１００％ 平成２５年度完了予定
林 道 災 害 復 旧 ６ 約０.２億円 工事完了 ―

※仮開通した田沢橋については、別事業で平成２５年度に工事が完了予定です。

【国・県事業】 平成２４年１１月末現在

区　　　分 箇所数 事 業 費 現　　　状 今後の見通し（予定）
只 見 川 ８ 約１２.１億円 発注率：　９２％ 平成２５年度完了予定
山 入 川 ４ 約０.４億円 発注率：１００％ 平成２５年度完了予定
打 越 川 ２ 約０.１億円 発注率：１００％ 平成２５年度完了予定
風 来 沢 川 ３ 約０.３億円 発注率：１００％ 平成２５年度完了予定
野 尻 川 ３ 約０.８億円 発注率：１００％ 平成２４年度完了予定
国 道 ２ ５ ２ 号 １１ 約５.２億円 発注率：　９２％ 平成２５年度完了予定

国道２５２号（二本木橋） １ 約２２.５億円 発注率：　６７％ 平成２５年度完了予定

喜びを胸に橋を渡る田沢地区の皆さん

　

11
月
30
日
、
町
道
滝
沢
・
田
沢
線
に
架
か
る
田
沢
橋

が
仮
開
通
し
ま
し
た
。
こ
の
橋
は
田
沢
地
区
と
只
見
川

対
岸
の
滝
沢
地
区
を
結
ぶ
最
短
の
ル
ー
ト
と
な
っ
て
い

ま
す
。
老
朽
化
が
進
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
新
し
い
橋

の
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
７
月
の
豪

雨
災
害
で
当
時
利
用
し
て
い
た
旧
橋
が
流
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
田
沢
地
区
の
方
々
は
迂
回
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
完
成
し
た
田
沢
橋
は
幅
が
５
メ
ー
ト
ル

あ
り
、
こ
れ
ま
で
車
一
台
通
る
の
が
や
っ
と
だ
っ
た
旧

橋
よ
り
利
便
性
が
向
上
し
て
い
ま
す
。

　

仮
開
通
式
に
参
加
し
た
田
沢
区
長
の
渡
部
勘
治
さ
ん

は
「
待
ち
に
待
っ
た
開
通
で
し
た
。
道
幅
も
広
く
な
り

高
齢
者
の
方
も
安
心
し
て
通
れ
ま
す
」
と
喜
び
を
話
し

ま
し
た
。

田
沢
橋
が
仮
開
通
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吊り橋を渡る参加者（湯倉）

　１１月１１日、昨年の
新潟・福島豪雨災害によ
り被災して以来不通にな
っているＪＲ只見線の会
津川口駅から只見駅間を
歩くイベント「ここちい
い散歩」が開催されまし
た。このイベントは只見線の早期復旧を願い金
山、只見両町の観光団体などでつくる実行委員
会が主催しました。
　町内のスタート地点である会津川口駅からは
町内外から１００名が参加し、会津川口駅と只
見駅の中間地点に当たる会津大塩駅に向けて秋
が深まる奥会津路を歩きました。
　各駅の近くには休憩所が設けられ、参加者は
地域の方が準備した飲み物や漬け物などを味わ
い、疲れを癒しました。

只見線の復旧を願い
ここちいい散歩

激しいつばぜり合いをする剣士

　１１月１８日、今年で２１回目を迎える金山
町妖精の里剣道大会が町民体育館で行われ、会
津管内より６団体８５名が参加し熱戦を繰り広
げました。
　開会式では渡部翔太君（横田）が「一本取られ
れば一本取り返し、正々堂々最後まで戦うこと
を誓います」と力強く選手宣誓を行いました。
　熱戦の結果、小学生女子２部で中丸采

あや

音
ね

さん
（大志）が準優勝、五ノ井遙

はるか

さん（本名）と滝沢千
代さん（上横田）が三位、中学生男子の部で五ノ
井潤君（本名）が優勝、滝沢智宏君（上横田）が三
位、団体２部で横田剣友会が三位の好成績を収
めました。

稽古の成果を発揮
妖精の里剣道大会が行われる

　１１月２５日に会津家庭婦人卓球連盟主催、
金山町教育委員会共催により第２８回会津家庭
婦人卓球大会が町民体育館で開催されました。
大会には、会津地方の婦人卓球クラブに所属す
る１５チーム、８２名の選手が参加しました。
この大会は金山町を含む５市町が毎年持ち回り
で開催しています。大会では各チームが日頃の
練習の成果を発揮し、熱戦を繰り広げました。
　大会に参加した金山チームの選手は「珍プレ
ーと好プレーが続出して、楽しい汗をかくこと
ができました」と充実した表情で感想を述べま
した。

卓球を通じて交流を図る
会津家庭婦人卓球大会が開催される

ハツラツとしたプレーを見せる金山チーム
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頂上付近の堀切跡を観察する参加者

　１１月２５日、秋晴れの下会津古城研究会会
長の石田明夫先生を迎え、横田にある中丸城跡
の探索会を行いました。教育委員会主催のこの会
には町内から歴史愛好家１３名が参加しました。
　中丸城は横田地区にある要害山の山頂を中心
として南北に約９００メートル、東西に約５０
０メートルの大きさがあります。調査では存在
した門跡や水場、土塁の跡が残っているのが確
認でき、参加者は在りし日の中丸城に思いを馳
せました。石田先生は「これだけかつての形跡
が残る中丸城跡は町にとっても貴重な財産とな
ります」と話しました。

山ノ内氏の名城
中丸城跡を探索

様々な意見が出された懇談会

　１１月２９日、川口高校で高等学校改革懇談
会が行われました。９月に１回目の懇談会が開
かれ、今回で２回目の開催となります。会には
県の担当者のほか、長谷川町長、金山町、三島
町、昭和村の教育長や町内の有識者、川口高校
関係者などが出席し、今後の川口高校のあり方
について話し合いました。
　会では県の担当者から県立高校の生徒募集状
況や９月に行われた川口高校への進路希望者数
の説明がありました。出席者からは町内に高校
が無くなると保護者の経済的負担が増える、中
山間地域の実情に応じて県としても柔軟な対応
をとってほしいなどの意見が出されました。

川口高校の将来を話し合う
高等学校改革懇談会が行われる

　１２月１日、川口保育所で「すくすく会」が
行われ子どもたちの歌や楽器の演奏、劇などが
披露されました。保育所のお遊戯室は家族が集
まり、熱演する子どもたちへ盛んな拍手が送ら
れました。

子どもたちの熱演に大きな拍手

熱演した劇「ピーマンマンとかぜひきキン」 元気に歌う子どもたち

横田保育所で「ほほえみ会」
　１２月８日、横田保育所で「ほほえみ会」が
開かれ保護者など約３０名が子どもたちの発表
を楽しみました。子どもたちは練習していた歌
や劇などを元気に披露しました。
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お
知
ら
せ

納期限は

12月26日
です

今月の納税

●
町

・

県

民

税　
　

４
期
分

●
国
民
健
康
保
険
税　
　

５
期
分

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料　
　

５
期
分

●
介

護

保

険

料　
　

５
月
分

●
保
　

育
　

料　
　

12
月
分

納め忘れに
ご注意くだ
さい

こ
れ
か
ら
の
予
定

叙　
　
　
勲

故
・
渡
邊
良
三
さ
ん
へ

瑞
宝
双
光
章

　

今
年
８
月
に
逝
去
さ
れ
た
渡

邊
良
三
さ
ん（
板
下
）に
対
し
て

叙
位
の
従
五
位
な
ら
び
に
叙
勲

の
瑞
宝
双
光
章
が
伝
達
さ
れ
ま

し
た
。

　

渡
邊
さ
ん
は
教
員
と
し
て
44

年
に
わ
た
り
教
育
の
振
興
と
文

化
財
の
保
護
に
力
を
注
が
れ
ま

し
た
。募　

　
　
集

★
12
月
★

▼
19
日（
水
）

•
運
転
免
許
更
新

　

午
前
９
時
30
分
〜

 
 

開
発
セ
ン
タ
ー

▼
21
日（
金
）

•
小
中
学
校
２
学
期
終
業
式

▼
23
日（
祝・日
）

•
フ
ェ
ア
リ
ー
ラ
ン
ド
か
ね
や

ま
ス
キ
ー
場
オ
ー
プ
ン

　

午
前
10
時
〜

★
1
月
★

▼
３
日（
木
）

•
新
春
の
つ
ど
い

　

午
前
11
時
〜　

横
田
公
民
館

▼
４
日（
金
）

•
新
春
名
刺
交
換
会

　

自
治
功
労
者
表
彰
式

　

午
前
10
時
40
分
〜

 
 

開
発
セ
ン
タ
ー

▼
６
日（
日
）

•
消
防
団
出
初
式

▼
８
日（
火
）

•
小
中
学
校
３
学
期
始
業
式

▼
９
日（
水
）

•
は
い
は
い
ク
ラ
ブ

　

午
前
９
時
30
分
〜

 
 

ゆ
う
ゆ
う
館

▼
10
日（
木
）

•
膝
・
腰
痛
予
防
教
室

　

午
前
９
時
30
分
〜

•
行
政
相
談

　

午
前
10
時
〜　

金
山
町
役
場

若
者
向
町
営
住
宅
の

入
居
者
募
集

　

町
で
は
、
次
の
町
営
住
宅
の

入
居
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対
象
は
同
居
す
る
親
族
が
い
る

方
に
な
り
ま
す
。

【
か
っ
こ
う
ハ
ウ
ス
】

▼
場
所　
中
川
字
上
居
平
964
–
9

▼
募
集
戸
数　
一
戸

▼
住
宅
の
種
類　
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

▼
家
賃
月
額　
二
万
五
千
円

　

こ
の
ほ
か
に
共
同
施
設
（
合

併
処
理
浄
化
槽
）
の
経
費
負
担

金
（
月
額
四
千
円
程
度
）
が
か

か
り
ま
す
。

▼
敷
金　
七
万
五
千
円

 

（
家
賃
三
ヶ
月
分
）

▼
入
居
資
格

　

町
内
に
住
居
ま
た
は
、
勤
務

場
所
を
有
し
（
見
込
み
の
者
も

含
む
）
入
居
し
よ
う
と
す
る
年

の
四
月
一
日
現
在
の
年
齢
が
十

六
歳
以
上
、
四
十
五
歳
以
下
の

方
で
、
引
き
続
き
将
来
も
金
山

町
に
居
住
す
る
見
込
み
の
方
。

▼
募
集
締
切

※
毎
月
15
日
に
締
め
切
り
ま
す
。

（
15
日
が
土
日
、
祝
祭
日
の
場

合
は
そ
の
前
日
に
締
め
切
り
）

　

申
込
者
が
募
集
戸
数
を
上
回

る
場
合
は
、
条
例
で
定
め
る
優

先
順
位
、
ま
た
は
公
開
抽
選
に

よ
り
入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
建
設
係

 

☎
54
–
５
３
１
１

ふ
る
さ
と
産
品

開
発
事
業
募
集

　

町
で
は
平
成
25
年
度
「
ふ
る

さ
と
産
品
開
発
事
業
」
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
特
産
品
等
の
デ

ザ
イ
ン
開
発
や
商
品
の
改
良
、

販
路
開
拓
な
ど
に
関
す
る
調
査

費
な
ど
の
ソ
フ
ト
事
業
に
補
助

を
行
う
も
の
で
、
備
品
購
入
な

ど
の
ハ
ー
ド
事
業
は
含
ま
れ
ま

せ
ん
。

▼
対
象
者

　

町
内
に
事
業
を
有
す
る
団
体

　

や
事
業
者
等

▼
補
助
対
象
事
業
額

　

上
限
60
万
円

▼
補
助
率

　

４
分
の
３
以
内

▼
申
込
期
限

　

１
月
７
日（
月
）

◎
問
い
合
わ
せ
…
商
工
観
光
係

 
☎
54
–
５
３
２
７

や
ま
ひ
だ
37
号
原
稿
募
集

　

や
ま
ひ
だ
編
集
委
員
会
で
は
、

や
ま
ひ
だ
37
号
の
原
稿
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
作
品

　

俳
句
・
短
歌
・
川
柳
・
詩
・

　

エ
ッ
セ
イ
・
創
作
な
ど

▼
応
募
作
品

　

金
山
町
民
及
び
出
身
者
な
ら

　

ど
な
た
で
も
投
稿
可
能

▼
原
稿
締
切

　

１
月
21
日（
月
）

▼
発
行
予
定

　

３
月
末
日

※
投
稿
料
や
申
込
先
な
ど
、
詳

し
い
内
容
は
、
次
の
と
こ
ろ
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

や
ま
ひ
だ
編
集
委
員
会

 

（
中
央
公
民
館
内
）

 

☎
54
–
５
３
６
１
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案　
　
　
内

農
業
委
員
会
選
挙
人
名
簿

登
載
申
請
書
に
つ
い
て

　

こ
の
申
請
書
は
、
申
請
資
格

の
あ
る
方
か
ら
の
申
請
に
基
づ

き
毎
年
調
整
す
る
も
の
で
す
。

　

次
の
要
件
に
全
て
当
て
は
ま

る
方
は
、
必
要
事
項
を
記
入
し

て
区
長
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

•
町
に
住
民
登
録
し
て
い
る
方

•
満
20
歳
以
上
の
方

（
平
成
５
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方
）

•
10
ア
ー
ル（
１
反
歩
）以
上
の

農
地
で
耕
作
を
営
む
方

（
ま
た
は
そ
の
方
と
同
居
す
る

親
族
で
年
間
約
60
日
以
上
耕

作
す
る
方
）

▼
提
出
期
限

　

１
月
４
日（
金
）

注　
　
　
意

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染

性
胃
腸
炎
や
食
中
毒
が
今
年
は

大
流
行
し
て
い
ま
す
。
ノ
ロ
ウ

ィ
ル
ス
は
手
指
や
食
品
な
ど
を

介
し
て
、
口
か
ら
感
染
し
、
ヒ

ト
の
腸
管
で
増
殖
し
、
お
う
吐
、

下
痢
、
腹
痛
な
ど
を
起
こ
し
ま

す
。
比
較
的
抵
抗
力
の
弱
い
高

齢
者
や
乳
幼
児
な
ど
は
重
症
化

す
る
例
も
あ
り
ま
す
の
で
、
特

に
注
意
が
必
要
で
す
。

▼
予
防
対
策

•
食
事
の
前
や
ト
イ
レ
の
後
な

ど
に
は
、
必
ず
手
を
洗
い
ま

し
ょ
う
。

•
下
痢
や
お
う
吐
等
の
症
状
が

あ
る
方
は
、
食
品
を
取
り
扱

わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

•
胃
腸
炎
患
者
に
接
す
る
方
は
、

排
せ
つ
物
や
お
う
吐
し
た
物

を
処
理
す
る
時
は
使
い
捨
て

の
手
袋
を
使
用
し
、
ビ
ニ
ー

ル
袋
に
入
れ
て
封
を
す
る
な

ど
し
て
適
切
に
処
理
し
、
感

染
を
広
げ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

•
子
ど
も
や
高
齢
者
な
ど
抵
抗

力
の
弱
い
方
は
、
加
熱
が
必

要
な
食
品
は
中
心
部
ま
で
し

　

な
お
、
病
気
、
高
齢
、
出
稼

ぎ
、
就
学
等
の
理
由
で
、
明
ら

か
に
耕
作
で
き
な
い
方
は
申
請

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

金
山
町
農
業
委
員
会

 

☎
54
–
５
３
２
１

ご
寄
付
に
感
謝

●
南
会
津
町
の
押
部
康こ

う

二じ

さ
ん

か
ら
30
万
円

●
匿
名
希
望
の
方
３
名
か
ら
５

万
円

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金

●
会
津
若
松
市
の
渡
邊
良
一
さ

ん
か
ら
10
万
円

　

ご
寄
付
は
町
の
文
化
財
保
護

な
ど
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

一
般
寄
付
金

　

東
北
電
力
株
式
会
社
よ
り
公

衆
街
路
灯
30
灯
が
町
に
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。
寄
贈
い
た
だ
き
ま

し
た
街
路
灯
は
、
町
内
の
防
犯

や
、
道
路
の
安
全
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

公
衆
街
路
灯
の
寄
贈

っ
か
り
加
熱
し
て
食
べ
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
調
理
器
具
等

は
使
用
後
洗
剤
な
ど
を
使
用

し
十
分
に
洗
浄
、
殺
菌
し
ま

し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
保
健
福
祉
係

 

☎
54
–
５
１
３
５

　衆議院議員総選挙の投票と開票が１２月１６日
に行われます。
　今回の選挙では、衆議院小選挙区選出議員選挙、
衆議院比例代表選出議員選挙に併せて、最高裁判
所裁判官国民審査も実施されます。選挙は、今後
の国政を託す重要な選挙です。棄権することなく、
貴重な一票を投じましょう。

　　　　　◎問い合わせ…金山町選挙管理委員会
 （役場総務課内）
 ☎５４－５１１１

衆議院議員総選挙
投票日は１２月１６日（日）です。

9 広報かねやま　24.12.10



自動車の登録（移転・変更・まっ消）はお済みですか
●自動車税は、毎年４月１日現在で運輸支局に登録されている名義上の所有者（割賦購入の
場合は使用者）に課税されます。
●例年、「持っていない車の納税通知書がきた」、「納税通知書が来ない」等の多くのトラブル
が発生しています。
●納税通知書が間違いなく届くように、次のような場合は３月３１日までに運輸支局で登録
手続きを済ませましょう。
　①住所が変わった　　②自動車を人に譲った　　③廃車した　など

 ◎問い合わせ…福島県会津地方振興局県税部　課税第二課
 ☎０２４２－２９－５２６１

年末年始の交通事故防止
県民総ぐるみ運動

▶期間
　１２月１０日（月）～１月７日（月）

▶スローガン
　ゆうやけが　きえないうちに　ライトオン

金山町交通対策協議会

運転免許高齢者講習を
受講された方へ

　７０歳以上の高齢運転者が免許の更新を受
けようとするときは、有効期間満了日の前、
６か月以内に高齢者講習を受けなければなり
ません。高齢者講習を受けられた方は、会津
坂下警察署で運転免許の更新手続きができま
すので、お立ち寄りください。

 ◎問い合わせ…会津坂下警察署
 ☎０２４２－８３－３４５１フェアリーランドかねやまスキー場

2012-2013 Winter Season

１２月２３日（祝・日）
午前１０時～　　　
　　　 オープン予定

❄問い合わせ
 フェアリーランドかねやまスキー場 
 ☎５４－２０２２

事業者の皆さんへ
　福島県産業復興相談センターでは、中小企
業の皆さんの二重債務問題や事業の再開・再
生に向けた支援を行っています。相談無料で
秘密は厳守します。

◎問い合わせ…福島県産業復興相談センター
　☎０２４－５７３－２５６１

たくさんのスキーヤーが集うスキーイベント

福島県で働くすべての方へ
意識したことがありますか。

最低賃金〈時間額〉６６４円
［発効日］平成２４年１０月１日

 ◎問い合わせ…福島労働局賃金室
 ☎０２４－５３６－４６０４

1024.12.10　広報かねやま



雪
の
季
節

　
　

到
来

雪
の
降
る
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。

町
で
は
、
生
活
道
路
の
交
通
確
保
の

た
め
に
除
雪
作
業
を
行
い
ま
す
。
除

雪
作
業
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
、

住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

町
で
は
、
直
営
と
委
託
に
よ

る
除
雪
体
制
を
整
え
、
皆
さ
ん

の
生
活
道
路
の
確
保
に
努
め
ま

す
。
降
雪
量
が
多
い
時
は
、
早

朝
か
ら
の
作
業
に
な
り
、
騒
音

や
除
雪
作
業
が
間
に
合
わ
な
い

こ
と
等
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
。

　

除
雪
作
業
に
は
、
雪
押
し
場

の
確
保
が
必
要
で
す
。
み
な
さ

除
雪
作
業
に
ご
協
力
を

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
雪
で
埋
没
し
て
し
ま

う
重
要
な
も
の
に
は
、
旗
竿
な

ど
の
目
印
を
つ
け
て
、
除
雪
車

の
運
転
手
が
確
認
で
き
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

町
の
除
雪
車
は
、
次
の
基
準

で
出
動
し
ま
す
。

▼
新
雪
除
雪

•
路
上
の
積
雪
が
15
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
以
上
の
と
き

•
吹
き
だ
ま
り
が
で
き
交
通
に

支
障
を
来
す
と
き

▼
路
面
整
正

•
圧
雪
路
面
に
極
端
な
凸
凹
が

　

で
き
、
交
通
に
支
障
を
来
す

　

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
と
き

▼
拡
幅
除
雪

•
必
要
な
車
道
幅
員
の
確
保
が

困
難
に
な
っ
た
と
き

•
今
後
の
除
雪
に
備
え
必
要
と

判
断
し
た
と
き

除
雪
車
の
出
動
基
準

　

町
の
除
雪
作
業
や
消
雪
道
路

に
関
す
る
こ
と
は
、
次
の
と
こ

ろ
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
建
設
係

 

☎
54
–
５
３
１
１

　

昨
年
７
月
の
新
潟
・
福
島
豪

雨
の
被
害
に
よ
り
福
島
県
が
管

理
す
る
、
滝
沢
・
大
塩
・
横
田
・

本
名
・
西
谷
・
川
口
・
中
川
地

内
の
消
雪
施
設
が
稼
働
で
き
な

く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
除
雪
車
等
に

よ
る
除
雪
・
排
雪
が
で
き
る
体

制
を
整
え
、
冬
期
の
交
通
に
支

障
が
出
な
い
よ
う
努
め
ま
す
。

特
に
、
川
口
地
区
は
交
差
点
部

に
つ
い
て
監
視
も
含
め
て
除
雪
・

排
雪
の
体
制
を
整
え
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

福
島
県
宮
下
土
木
事
務
所
業

務
課

 

☎
52
–
２
３
１
１

道
路
消
雪
施
設

に
つ
い
て

ロータリ車による除雪作業

　

今
シ
ー
ズ
ン
の
町
直
営
除
雪

運
転
手
及
び
町
委
託
業
者
と
担

当
す
る
主
な
路
線
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

▼
町
直
営
除
雪
運
転
手

●
川
口
・
大
志
地
区

　

栗　

城　

澄　

雄

　

佐　

藤　

伸　

一

　

長
谷
川　

廣　

海

　

青　

栁　

成　

朋

　

横　

山　

一　

男

●
小
栗
山
地
区

　

栗　

田　

梅　

男

　

長
谷
川　

英　

男

●
中
川
地
区

　

栗　

城　

庄　

吉

　

長
谷
川　

義　

二

●
水
沼
・
上
田
・
上
大
牧
地
区

　

大　

竹　
　
　

勤

　

栗　

城　

孝　

志

●
沼
沢
・
大
栗
山
地
区

　

渡　

部　
　
　

新

　

五
十
島　

守　

正

●
横
田
・
土
倉
・
西
部
地
区

　

横　

田　

浩　

志

　

須　

佐　
　
　

勉

●
横
田
・
上
横
田
地
区

　

若　

林　

明　

雄

　

五
ノ
井　

和　

利

●
ロ
ー
タ
リ
車

　

中　

丸　

謙　

公

　

三　

瓶　

宏　

正

除
雪
作
業
従
事
者

▼
町
委
託
業
者

●
八
町
・
玉
梨
・
西
谷
地
区

　

栗
城
建
設
㈲

●
本
名
地
区

　

大
和
建
設
工
業
㈱

●
三
更
・
高
倉
・
沼
沢
地
区

　

佐
久
間
建
設
工
業
㈱

●
大
塩
・
滝
沢
・
田
沢
・
山
入

地
区

●
国
道
歩
道
（
横
田
〜
上
横
田

地
内
）

　

山
十
建
設
㈱

●
国
道
歩
道
（
川
口
地
内
）

　

㈲
金
山
ガ
ス

●
西
部
・
土
倉
・
湯
倉
地
区

●
国
道
歩
道
（
横
田
〜
越
川
地

内
）

　

㈲
会
津
金
山
運
輸

除雪に関する緊急連絡先
場　　　　　所 電話番号

建設係 ５４－５３１１
道路管理センター（中川） ５５－３２３４
横田除雪車庫 ５６－４８３６
宮下土木事務所（国道・県道）５２－２３１１
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町内各地区の放射線量　
　町が独自に行っている、各地区の空間放射線量についてお知らせします。
　測定は各集会所等周辺の土の上で行っています。土の上での測定は、アスファルトやコンク
リートの上で測定するよりも、やや高めの数値となる傾向があります。
※測定結果は気象条件等により変動しますので、数値については目安としてご覧ください。
測定地点：各地区集会所 （単位：マイクロシーベルト／時間　地上１ｍの高さで測定）

測定日
地区名 9月25日 10月22日11月22日 測定日

地区名 9月25日 10月22日11月22日 測定日
地区名 9月25日 10月22日11月22日

川 口 0.088 0.082 0.094 上 田 0.082 0.074 0.074 横 田 0.094 0.114 0.110 
小栗山 0.110 0.100 0.104 水 沼 0.142 0.132 0.160 上横田 0.102 0.106 0.094 
八 町 0.114 0.108 0.094 上大牧 0.100 0.104 0.102 土 倉 0.080 0.072 0.074 
玉 梨 0.130 0.136 0.130 下大牧 0.104 0.106 0.104 西 部 0.100 0.094 0.084 
西 谷 0.094 0.096 0.104 高 倉 0.120 0.098 0.098 大 塩 0.084 0.080 0.094 
本 名 0.112 0.110 0.116 大栗山 0.084 0.084 0.090 滝 沢 0.084 0.088 0.086 
橋 立 0.106 0.108 0.142 福 沢 0.112 0.114 0.112 田 沢 0.080 0.084 0.092 
大 志 0.098 0.090 0.088 三 更 0.106 0.122 0.108 山入１ 0.090 0.102 0.110 
板 下 0.080 0.070 0.078 沼 沢 0.206 0.202 0.224 山入２ 0.138 0.100 0.114 
宮 崎 0.094 0.096 0.092 太郎布 0.104 0.100 0.122 越 川 0.090 0.090 0.116 

自家消費用食品等の放射性物質簡易測定の結果について

　町では定期的に町水道の放射性物
質モニタリング検査をしています。
　１１月３０日現在で町内水道水か
ら放射性セシウムは検出されていま
せん。

【参考】
　国が定めた飲料水の基準値
　放射性セシウム
　１０ベクレル／１ｋｇ

 ◎問い合わせ…上下水道係
 ☎５４－５３１５

水道水の放射性物質
検査結果

　全量全袋検査を行い、放射性セシウムの濃度が基準値
以下であることを確認した米袋には、検査済みラベルを
貼付していますが、貼付された米袋を再利用する場合に

は、検査済みラベルを左記
のように抹消する等の対応
をしてください。

◎問い合わせ
　会津坂下農業普及所
　金山普及所
　　　　☎５４－２８０１

全量全袋検査の検査済みラベルが
貼付された米袋の再利用について

〈抹消の例〉

　複数の検体を測定している場合は最低値と最高値を表示しています。
 （測定年月日　平成２４年１１月１日～１１月３０日）
 ※「ＮＤ」は、１０ベクレル/ｋg未満です。（単位：ベクレル/ｋｇ）

品　名 測定件数 未検出数 セシウム 品　名 検体数 未検出数 セシウム
（134＋137合計値） （134＋137合計値）

なめこ ４ ２ ＮＤ～３９.３ 地下水 ４ ４ ＮＤ
柿 ２ ２ ＮＤ
　町では自家消費用の食品等について放射線測定を役場と横田出張所で行っています。
　測定を希望される方は、保健福祉係か、横田出張所へ事前予約が必要です。
　なお、販売用食品の測定については農林振興係にお問い合わせください。
 ◎問い合わせ…保健福祉係　☎５４－５１３５（自家消費用食品について）
 横田出張所　☎５６－４１１１（自家消費用食品について）
 農林振興係　☎５４－５３２１（販売用食品について）　　
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図 書 室 だ よ り

◎問い合わせ…中央公民館 ☎５４－５３３３

☆図書館にある本のご紹介
「アロマテラピー入門」／中条春野　著……アロマテラピーはただ単に香りを楽しむのではなく、心を落
ち着かせる、からだの調子を整えるなどの効果があります。これからアロマを楽しみたい方に良い一冊です。
「発酵食品の魔法の力」／小泉武夫　著……福島県酒造家に生まれた農学博士が書いた一冊。味噌や醤油、
酒、パンなど、私たちの生活に欠かせない発酵食品。その歴史は古く、微生物の働きが知られるはるか昔
から食べられてきた。発酵とは何か、発酵の種類や効用など、詳しく記されています。

☆利用状況（１１月分）
月刊貸出冊数　８６冊（うち児童書　３２冊）でした。

～お一人様３冊まで、貸出期間は２週間です。土曜日も利用できます～

☆新書紹介
虚像の道化師 ／ 東野圭吾　著（文藝春秋）

　ビル５階にある新興宗教の道場から信者の男が転落死した。その場にいた者たちは、男が何かから逃れる
ように勝手に窓から飛び降りたと証言し、教祖は相手に指一本触れないものの、自分が強い念を送って男を
落してしまったと自首してきた。

炊飯器で絶品レシピ（主婦の友社）
　炊飯器を使っておかず、汁物、アレンジごはん、パン、ケーキ、ジャムまであらゆるレシピを簡単におい
しく、作るための一冊。炊飯器なら下ごしらえだけであとはほったらかしで出来上がり。

おさるのジョージ
　ひとまねこざるのジョージが巻き起こす大騒動は、1941年出版以来、世界中の子どもから大人まで魅了し
てやみません。　そのシリーズの仕掛け絵本です。

一般書

一般書

児童書

宮下病院だより宮下病院だより

　毎日、寒い日が続きますがいかがお過ごしですか。こ
れから、インフルエンザが流行する季節になります。皆
さんは、どんな対策をとっていますか。今回は、インフ
ルエンザ対策についてつぶやいてみたいと思います。
＊うがいのインフルエンザ効果
　インフルエンザウィルスは気道の粘膜に取りつくと数
分～２０分で細胞の中に入り込んでしまいます。例えば、
カップラーメンにお湯を入れて食べ終わる頃には、すっ
かりウィルスがおじゃましていることになります。恐る
べしインフルエンザ！　そして、ウィルスは鼻の粘膜か
ら高頻度に検出されるので、うがい自体に効果はあって
も鼻粘膜はうがいで洗うことはできないので、インフル
エンザに対するうがいの効果は限られます。
＊マスク
　咳で約１０万個、くしゃみで約２００万個のウィルスを
含んだばい菌が１回の咳やくしゃみで、約２～３ｍ先ま
で飛んでいきます。マスクで完全に抑えることはできま
せんがウィルスの侵入を約３割減らすと言われています。
＊加湿
　インフルエンザウィルスなどは湿度に弱い性質があり
ます。部屋の湿度を上げるために加湿器を使ったり、洗
濯物を部屋干ししてみるのも効果的です。
　以上、いろいろつぶやいてみましたがいかがでしたか？
最後に、強いストレスも免疫力を低下させるため、上手
にストレスを発散することも忘れないでください。

病棟看護師のつぶやき
宮下病院看護師　木村　幸子

あ の 人 こ の 人
11月届出（敬称略）

こんにちは赤ちゃん

今月は該当がありませんでした。

お二人で幸せに

今月は該当がありませんでした。

霊よ安らかに

滝　沢　正　志（88歳）横　田
横　田　　　亮（71歳）横　田
若　林　エイノ（98歳）川　口
菅　家　平　七（98歳）沼　沢
中　丸　　　治（62歳）越　川
渡　邊　金　一（80歳）板　下

※このコーナーに掲載を希望されない方は、
届け出時に申し出て下さい。

金山町の人口（12月 1 日現在）

世 帯 数　1,105世帯（－ 3）
人　　口　2,421人　（－ 6）
　 男 　　1,148人　（－ 3）
　 女 　　1,273人　（－ 3）

※（　）内は先月比　　住民基本台帳から
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お じ ゃ ま し ま す

古民家を改装中の坂本さん
　

横
田
地
域
を
考
え
る
会
で
は

自
然
文
化
、
農
家
の
生
活
を
体

験
す
る
「
農
家
民
泊
」
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
農
家
民
泊
に
携
わ
る

滝
沢
澄
夫
さ
ん
と
、
農
家
民
泊

を
準
備
中
の
坂
本
利
幸
さ
ん
に

話
を
伺
い
ま
し
た
。

岩
手
県
遠
野
市
で
の
出
来
事

　

滝
沢
さ
ん
は
横
田
地
域
を
考

え
る
会
の
会
長
を
務
め
て
お
り
、

早
く
か
ら
奥
会
津
五
町
村
活
性

化
協
議
会
が
推
奨
す
る
農
家
民

泊
に
興
味
を
持
ち
始
め
ま
し
た
。

「
当
時
、
農
家
民
泊
の
先
進
地

と
し
て
岩
手
県
遠
野
市
の
民
泊

農
家
に
実
際
に
宿
泊
し
た
の
で

す
が
、
特
別
に
綺
麗
な
部
屋
で

も
な
い
牛
小
屋
の
２
階
が
宿
泊

室
に
な
っ
て
い
て
、
そ
れ
が
と

て
も
驚
き
で
逆
に
新
鮮
で
し
た
。

こ
れ
な
ら
私
た
ち
に
も
で
き
る

か
も
知
れ
な
い
と
い
う
思
い
が

起
こ
り
ま
し
た
」
と
当
時
を
振

り
返
り
ま
す
。

農
家
民
泊
の
魅
力

　

坂
本
さ
ん
は
借
り
た
古
民
家

を
地
域
の
方
々
の
協
力
を
得
な

が
ら
ご
自
身
で
改
装
し
、
農
家

民
泊
を
行
い
ま
す
。「
農
家
民
泊

の
特
殊
な
と
こ
ろ
は
、
農
家
が

経
営
し
、
お
客
様
が
農
村
生
活

を
体
験
さ
れ
、
あ
り
の
ま
ま
の

農
家
に
泊
ま
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ほ
ど
手

間
を
か
け
ず
に
運
営
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
、
高
齢
者
の
方

の
生
き
甲
斐
に
も
つ
な
が
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の

冬
に
は
体
験
宿
泊
を
企
画
し
、

冬
の
金
山
町
を
紹
介
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
近
い
将
来
農

家
民
泊
を
運
営
す
る
方
々
が
増

え
、
よ
り
多
く
の
お
客
様
が
来

町
し
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
れ

ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と

坂
本
さ
ん
は
明
る
い
表
情
で
話

し
ま
し
た
。

農家民泊の魅力について語る滝沢さん

農家民泊で地域を活性化

横田地域を考える会
滝沢 澄夫さん（横　田）
坂本 利幸さん（上横田）
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生涯学習のマスコット
マナビィくん

心
地
よ
い
香
り
に
癒
さ
れ
て

ア
ロ
マ
体
験

　
「
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
」
と
い

う
言
葉
を
耳
に
し
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？
一
般
的
に
「
良

い
香
り
を
楽
し
み
心
と
体
の
バ

ラ
ン
ス
を
向
上
さ
せ
る
自
然
療

法
」
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
香

り
ば
か
り
で
な
く
ア
ロ
マ
オ
イ

ル
（
植
物
油
の
中
に
植
物
の
成

分
を
抽
出
し
た
も
の
を
混
ぜ
て

作
っ
た
も
の
）
を
皮
膚
に
マ
ッ

サ
ー
ジ
す
る
こ
と
に
よ
り
肌
か

ら
薬
効
成
分
が
浸
透
し
て
自
然

治
癒
力
を
向
上
さ
せ
る
効
果
も

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
喜
多
方
市
の
ア

ロ
マ
専
門
家
の
高
橋
美
樹
先
生

の
指
導
の
も
と
、
ア
ロ
マ
オ
イ

ル
を
使
っ
た
ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム

や
ス
プ
レ
ー
を
作
っ
て
、
ア
ロ

マ
の
効
果
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
思
い
思
い
の
香
り

の
オ
イ
ル
を
混
ぜ
合
わ
せ
お
気

に
入
り
の
香
り
を
試
し
て
い
ま

し
た
。「
心
地
よ
い
香
り
で
ゆ

っ
た
り
と
し
た
気
分
に
な
る
」

「
肌
が
す
べ
す
べ
に
な
り
、
若

返
っ
た
感
じ
」
と
の
声
も
聞
か

れ
、
大
好
評
で
し
た
。

　

中
央
公
民
館
で
は
様
々
な
志

向
に
答
え
ら
れ
る
講
座
を
開
設

し
ま
す
。
ご
意
見
、
ご
要
望
を

お
寄
せ
下
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
中
央
公
民
館

 

☎
54
–
５
３
６
０アロマを楽しむ参加者
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